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埼
玉
県
で
も

Ａ
事
書
員
会
こ
の
協
議

勝
じ
き
る
ゴ

自
治
労
新
聞
の
と
お
り
、
国

の
人
事
院
勧
告
が
で
ま
し
た
が
、

本
県
の
人
事
委
員
会

へ
の
取
り

組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
去

る
７
丹
３０
日
、
埼
玉
県
地
公
労

共
闘
会
議

（県
職
労
、
教
組
、

高
教
紅
）
は
、
賃
金
確
定
交
渉

に
向
け
た
、
人
事
委
員
会
と
の

最
初
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
民
間
調
査
の
状
況
を

質
し
た
と
こ
ろ
、

「調
査
取
り

ま
と
め
中
で
精
確
な
話
は
で
き

な
い
」
と
前
置
き
し
つ
ち
、
業

種
間
の
ば
ら
つ
き
や

一
時
金
の

厳
し
い
状
況
な
ど
の
言
及
が
あ

り
ま
し
た
。
５０
歳
代
後
半
の
賃

金
抑
制
に
つ
い
て
も
、

「何
ら

か
の
形
で
抑
制
し
て
い
る
企
業

が
多
い
よ
う
だ
」
と
語
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
私
た
と
は
、

「５０
歳
代
後
半
の
の
賃
金
方
ツ

ト
は
人
事
院
の
説
明
す
助
裕
な

理
由
付
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

中
央
の
政
治
的
意
向
に
沿
う
こ

と
な
く
、
労
働
基
本
権
制
約

の
代
償
機
関
と
し
て
の
使
命

を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
強
く
申
し
入
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
“か
、
定
年
延
長
、
休

暇
所
得
が
し
や
す
い
職
場
環

境
の
整
備
、
定
数
削
減
に
伴

う
諸
問
題
、
障
害
者
雇
用
の

！促
進
や
職
員
の
健
康
管
理
な

ど
の
点
に
ら

い
て
、
具
体
的

記
栽
を
要
請
し
ま
し
た
。

県
の
人
事
委
員
会
勧
告
の

相
程
は
ま
だ
未
定
で
す
が
、

中
月
中
旬
を
想
定

し
た
取
り

組
み
を
今
後
も
継
続
し
て
ゆ

き
ま
す
。

公
務
員
批
判
派
の
主
張
と
は

参
議
院
選
挙
で
躍
進
し
た
「み
ん
な
の
党
」
、
私

た
ち
公
務
員
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
主
張
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
「み
ん
な
の
党
」
に

近
い
立
場
の
著
作
を
読
ん
で
み
た
。

み
ん
な
の
党
の
比
例
区
候
補
だ
っ
た
若
林
は
、
事

な
政
府
」を
め
ざ
し
て
財
政
再
建
を
図
ろ
う
と
の

主
張
が
明
確
で
、
事
業
仕
分
け
が
廃
止
や
縮
小

に
つ
な
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
に
手
厳
し
い
。
も
ち
ろ
ん
公

務
員
人
件
費
に
つ
い
て
も
き
び
し
く
、
ボ
ー
ナ
ス
の

９
割
カ
ッ
ト
と
退
職
金
の
半
減
を
、
地
方
公
務
員

を
含
め
て
実
施
す
れ
ば
７
兆
２
千
億
円
の
予
算
が

麟
雛
力ヽ 分
功
説
唯
珠
鰐
焼
　
裏
一切
ぃ
の
民
主
常
一（文
襲
春
秋
）
若
林
亜
紀
　

膜
艇
徳
ｔ
鞠
範
憤
戴
線
〕

国
民
の
期
待
を
裏
切
っ
　
官
僚
の
レ
ト
リ
ッ
ク
需
潮
じ

　

原
英
史
　

基
本
権
付
与
の
論
理
を

た
と
断
じ
て
い
る
。
「小
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
り
替
え
て
い
る
。

削
れ
る
と
言
す
。
実
現
す
れ
ば
施
行
日
直
前
に

大
量
の
退
職
者
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
。

自
公
政
権
で
渡
辺
行
革
大
臣
の
補
佐
官
を
務

め
た
原
は
、
公
務
員
制
度
改
革
問
題
に
つ
い
て
、

か
な
り
突
っ
込
ん
だ
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
特
に

公
務
員
制
度
改
革
に
労
働
基
本
権
問
題
が
大

き
く
絡
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
評

価
で
き
る
。
一
方
で
、
倒
産
寸
前
の
企
業
ま
で
人

勧
調
査
の
対
象
と
し
て
公
務
員
給
与
を
下
げ
る
べ

公
務
員
と
い
つ
鯉
を
ま
な
板
に
載
せ
て
、
血
を

流
す
様
子
を
見
せ
、
大
衆
の
不
満
を
解
消
す
る

政
治
手
法
は
お
か
し
い
。
し
か
も
、
事
業
仕
分
け
の

徹
底
を
主
張
す
る
彼
ら
は
、
減
税
と
公
務
員
攻

撃
の
影
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
受
認
す
る
こ

と
を
国
民
に
求
め
て
い
る
の
だ
。

団 体 生 1齢 業 活 Dョ 軍里京コB』字チ体 じ 起月比〕こう  f

※ FD塾 は 60歳 まで掛念が変わらす上表の保障内gです。自治営の組台負と家藤に「助け含い」のはでお届けします。
X 「入院J(病気 ,不はの事故)は、日帰りを含むユ日日から180自分を限度にお支払いします。
X 職 期鳥Jは、①病気過院後の通院、の不慮の中枚による入院前通院と遇院後通院、①不慮の事故の八院を伴わない通院が対会です。
※ 「威人病入胸 工墓笠新生働、心疾お、脳血管疾患、高血圧性疾患、漉尿痛)は 「痛気入院」にブラスして。360自分眼度に保&
X に 常断」は、規約に定める結付基準でいずれかの頓て支払う。女性特有疾磨の角合 「猿再宿率」でお支払いします。
X 「移断●料補88」は、手術・入院・通院等の診断書料補助を行うもので重複拾付は行いません。

※ 「団体生lRIAFD型 」は 【基礎一体室】全年臨間霞掛金です。なお、本人型はD～ R型 おら選択できます。

ス品 N隠集中r今守ぐan3ゎ せこ抑申込静をf

ルの角腕にえっ3,1ても と'なぐても 劾スでき石

X 【 医療保障】は上配にプラスした医療コース (本人05型 ・08型 ・10理 他 )が あります.

型
掛金 ひ丸働
て定E  a合ヽ

通

亡

曽

死

き

ｒ

授

駐

言

客

災

時 亜車
□

時 帥中
頬
障
成

及
ｍ
院
懸
通
術
輪
事

業 紳統
ドナー

共済金

D 2,900(～ 60) 側
那

1,200

万円

24～600

万円

50

万円
的
円
ｍ
円

∞

円

3・S ' 1 2

万円
的
円

10万 円

H

3,460(～40)

3,740(41-■l)

14420(51く詢)

1,000

万円

2000

万円

40～1,000

万円

50

万円

側

円

的

円
　
」

的

円

3 ・6・1 2

万円

∞

円
10万円

医療コース 掛金 (月ゆ 軸
院
撤
入
規
院
成

入 斑
院
瀬
罵

術

金
手
期

崎  言

0 5 ( 5 , 0 0 0 円 ヨース)

1 0 ( 1 0 , t X 1 0 円 コー ス)

7 6 0 円
Ⅲ2,000H=

S , 0 0 0 日

■2 1 0 0 0口‐

5 , 0 0 0 円

キ1, O a D同=

2ぉ5 0 0円

+2・4・8万円=

5・10'20万円

2,660円
+7,000円=

10.000円

+7,0011円‐

10,000円

■3 , 5 m 円=

5,側0円

+ ' , 1 4・2 8万円‐

1 0 ' 2 0 ' 4 0万円

D型の方lt

速択できません

くわしくは 「自治労セット共済ガイドブック」をご覧になるか、組含役員までお問い含わせください。


